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見品数種の精子形成に於ける，

生殖細胞の分裂同数の調査1)
A sur,・ey , of division-times of germ-cells in spermntogeneils 

。fsome in関伽.¥.With English E命ume,p. 30）・

小村達夫
II 

Tatsuo Omura 

北海道大事食事部動物畢教室

従来，昆轟の精子形成に就いては多数の報告があるが，． それらは主として染色体の形態なちびに性染色体に

闘するものである。著者は設種の昆轟の精子形成の過程に於いて， 1倒の精原細胞 fspermatogonium）が何

回分裂して何個の精子に護育ナるかを調査しようと試みた。材料は鞘麹目13種，直麹目 6種，崎蛤目， 鱗趨目

及び草趨目各 1種，計22揮で，各種類共 1個体宛の精集によって調査した。精子細胞 ＇cspermatid）の計算に

際しではアツペの描画器を用it＇，連鎖切片により週常 fO数片に切断された 111占！の cyst内の， 精子細胞の核を

各切片に就き輔元して計量した後，それらを集計するか，或は精子細胞が精子束を形成せん在して， cyst内を

移行ナる過程に於いて尾部が膏ーな集圏をなし，しかも未だ相互に緊密でない遊生階程のものの， 勲獄ρ横断

面の教を算え？と。精子細胞核の計教の場合には， 10-12/1程度の厚さの切片に於いては，精子細胞は 2個重な

. －：：：：＞て見えることが多いが，とれはレンズの焦黙を上下することによヲて比較的容易に匡別すると ξができる。

叉 l個D精子細胞がメ スに より雨断されたような場合も正常なものと識別するととができるが， 核の計教に際

しては，とのような事情のために観察上白誤差は兎れられな1い。 ζれに医し，尾部の横翫面による計敷は， 良

野な切片では極めて正確で，観察上の諜差も数個三越える 当とがなh 即ち， 精子細胞の尾部は護金が謹むに

つれ漸失ヘマトキシPンに憾ずるので， Icyst 付金精子叫が唯一つの精子東~<;brndle of sperm）を

形成しつ Lあることを確占うた上，その横断面を観察す？れば， 規則正しい排列をなし免明瞭な個々の尾部の断面

を識別することができる。とれらの昆轟の中，ウチYトンボのl種 Ictinusrapax を除〈他の種類では， 各 ／

follicleの盲端には何れも精原細胞を識し，他端に向つで次第に分化の謹んだものが存在しているが，Ictinus

ではこのような排列は見出されず2種々の費生階程のものが混在している。 第一次精原細胞 (primary 

spermatogonium）が何回増殖分裂を繰返すかは明かで・ないが， cystの教から推察して， 数回以上分裂する

” ものであらう。とれらの第一次精原細胞は一つの cystに包まれた細胞群となるのであるが， 何れの種類に於

いても cyst内D細胞の費生階程は各cyst毎に殆んE膏ーセ，しかも退化細胞は極めて稀にしか見出されない。

詳細注視察は主として Ictimtsrapax （婿蛤科） ''L.て行った。即ち，第二弐精原細胞（即conda守
spermatogoni um) の第一因。増殖分裂以後の糖、ての愛生階程を観察し，それらの各階程に於け

る cyst内の細胞教を算えた。その結果によれば， 2細胞期（便宜上， cyst 内の細胞数を以て
ξれを表ナ〕より32細胞期までのを芝生階程は略々斉ーであるが， 64細胞期以後に於いては， 1 

個の cyst中に，例えば分裂前期から後期の初めに至る各階程が見られ，殊に1024細胞期では分

裂前期から末期に至るまでのもθが視察された．然しとのような不湾ーも静止期に入って消失

するから，個々の細胞の分裂回数には差異がないものと考えられるoヨたに退化細胞の有無を検

したが，精原細胞では見出されす＝，精母細胞（spe1・ma加cyものに於いても， 1cyst 中に存在する ．

数千個の細胞の中，僅かに数個見出されるに過，ぎ宇，精子細胞の総数には殆んど影響がたい。

とれらの退化細胞は隣接しているととが多く，ま・づ核質が異常に凝縮して色素に濃染し，つい

I) 日本遺博事曾札幌談話曾第1Q2回例曾講演。
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でそれらの問の境界を失ぃ，又その細胞塊の周漫には窓際を生やるので， 正常なものと等易に

区別するととができるs夏K，精子細胞期より精子束を形成するまでιは， 数個の細胞の融着

したと考えられるE大な崎形細胞が稀に見出されるが，退イヒ細胞は殆んE見られ，ない。

以上のよちに，一般に各 cys右中の細胞は初め唯1個の細胞に始まり，その後の総ての細胞は

略々湾ーな分裂階程にあること，及び退化細胞は極めて少数友ととなどにより，個々の cyst中

の細胞教は理論的に算出することができる（第1表λ
第1表（Table1) Ictinu日rapax 減数分裂を完了したときの回数を，精子細胞の教によ0て

に於ける第二次精原細胞以後の分裂 算定した値，即ち精子細胞を形成するまでの分裂回数をD,
回数及びicyst内の細胞教の理論設
分裂回数I－、 ｜ その他の任意の時期の分裂回数をa・c便宜上 divisionの頭文
旦〉 ｜細目以！護牛階程 字を使用した）とし， 1個のいむ中の細胞数t::;Nで表せば，
0 I 11~ 第・次精瞬間胞 細胞数は分裂により幾何級数的に増加するから， N=2dとな
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る。随って，逆に cyst中の細胞敢を算えれば，その時の分裂

問教を推定する事ができる。質i祭の場合， lOJ1の厚さの切片

で往々数十片に亘って切断された1倒の cyst に於いて，佃

第二失精原細胞 々の細胞の染色体が分裂中の比絞的明瞭な時期を撰び，ァツ

ベの描議器を用いて細胞数を算えるととは左程困難ではな

く，イ可れの愛生階程に於いても理論的K極めて近い値が得ら

れたd 猶， Ictinusrrapax v精巣は， 2個所に紐れを有する
不自々不規則お：紡鐸形を呈し，長径約5mm，短径約0.7mmく間

第一精母細胞 定材料）で，この中に最大のものでは長径が 0.2mm以上に遼
第二精母細胞

する多数の，分裂階程を異にする cystが混在L，しかも逐次
精子細胞，精子 ． 一

精原細胞が増殖するため，精子の総数を算定するととは不可

6

7

8

9

0

1

2

3

 

1

1

1

1

 

2048 

4096 

8192 

能であるが，莫大友数民のぼるととは確かである。

上に逓べたよう友方誌に主って測定した2：？種の昆掻に於ほる，精子細胞の按叉は精子の尾部

の数から推定されたDの値を第2表に掲げる。

第 2表くTable2），精子細胞核又は精子の尾部の裁により推定されたDの値

手重 翻測値類

I h 鞘趨骨：
(1）テンタウムシ Hα7・monicααxyridis

（テングウムシ科，札幌産〉

（？）ヒメカメノコテンタウ P'ropylaeajαponicα 
Lテングウムシ科，札幌産）

(3）オホテンタウ Synonychαgr，αndis
（テングウムシ科，札幌産〉

(4｝ナナホシテンタゥ αccinella b1・ucki i 
（テンタウムシ科，札幌産〉

(5）ジフサンホシテンタウ Hippodarniαtγedecim.puncfo.tα
くテンクウムシ科，札幌産）

(6） オホ.：：：：. ~~フヤホシテンクウ E戸fαclina
viginUoctom.αC'ltlαfα 
（テンタウムシ科，札幌産）

8-9 l(a) 421, 422, 423, 451 

9 ICb) 494，ラ01，ラ12

8-9 !Ca) 452, 453, 478 
くb)462, 474, 486, 49ラ

9 Iくb)503，ラ16

7・8・9 ICa) 17ラ， 3ラ2,3ラ7
くb)198, 3"10, 376, 426 

8-9-(tO)!Ca) 447, 464, 481 . 
くb 408, 455, 460, 478, 
483, 488, 493, 497, 
~98，ー ラ01, 503, ラ06,
506, 506, 507，ラlI, 
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（ηコプオホエジウヤホシテンタウ砂ilaclmαpitstlosα
（テン夕方ムシ科，札幌産〉

.(8）オーホシラホシテンタウ ？ 
（テン~» ムシ科p 札幌産〉

(9）ウリハムシ Rliα.pliidopαlpαfemo1・αlis
（ハムシ科，札幌産）

(10）カラフトウりハムシモドキ Lupe1・oidesp't·αeus~'lts 
（ハムシ科，札幌産〉

(11）アヲゴミムシ Ohlαeni匂spαllipes
（オサムシ科，札幌淫）

(12）タマムシの一種 Sternocer・・ ni ti di coli s 
（タマムシ科，印度1蓋〕

(18）ツヂハンメウの一種 Mylabrisp'usf'ltlαM 
（ツチハンメウ科，印度康）

n 直麹目： 修

(14）アシマグラブキバッタ Podisrnasαpporoense 
（パツ歩科，札幌産）

(15）ツユムシの一種 Ducetiαsp. 
tキPギリス科，印度産〉

(16）ツユムシの一種 E.Urnαeα sec仰・ige？＇α
（キ・！］ギリス科，印度＠.）

(I'i）クダマキモドキの一種 Hol9ch1orasp. 
くキリギリス科，印度産）

(18）マダラカマドウマ Dlesframm,ena jα：poηm  
（キ Pギリス手；r,札幌産）

(19）カマキリの一種 Hieroditlri ten'lti den tatα 
（カマキリ科，印度産）

I 精蛤目：
(20）ウチワトンボの一種 Ictinus?Ytpax 

（ヤンマ科，印度産〉

IV 鱗麹目：
(21）マヒマヒガ Lymαntriαdispa1・

（ドクガ科，札幌産j

v 革麹目：
(22）ハサミムシの一律 Lαbid11lαripariα

（ハサミムシ科，印度産〉

1949！.ド 7月

511, 512, 514, 514, 
ラ15,516，ラ18,518, 
ヲ18，ラ23,ラ24,ララ7,
1016 

8・9 Iくb) 48ラ， 491,498 

8・9 ・｜くa)404, 421, 4J7, 4ラO

9 Iくb）ラ13，ラ14,520 

8・9 i<.b) 327, 398, 428, 432，‘ 
444, 4ラ4,467, 469 

9・I0 i(b) 873, 930 

’ 6 ！＜.第二次滅数分裂？)64 

7 !(aJ Ill, 111.,, 120, 12ラ

7* Iくa)109, 123, 13ラ

8-9・10・llj(a.)420, 8ラ2,.888, 914 
1725 

9・10・11!Ca) 744, 1551, 1738, 
1970 

(10ン11l(a) 1882, 2036 

9-10 j(a) 517, 980, 1029 
<.b) 1010 

(10ン11j(a) 191ラ， 1919

13 !Ca) 8095, 8113, 8120 

8 l<h) 2う7,257, 260 

9・10 l<b) 786, 860, 962, 1001 

I) Dの欄の， イタリヅクの教は理論数に近い細胞教が符られた場合のDの値， 小形の数字は理論毅1r精々

遣い場合で，括弧に包まかたものは稀なと＆を零す。

2）細胞教の欄引くめ及びくb）は夫々精子細胞の核及び精子の尾部によって算定された値を示ナ。

＊ 岡 －（1928）によれば，ノ、ネナガイナ プ 0.x:yavole玄では，その精原細胞分裂回数は8回であると言う。

2聞の成熟分裂を加算すればD=IOとなる。

第2長。結果は未だ断片的で，しかも 11悩のもqを比較でき註いため，線括的な結論は輿え

24 
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られないが，将来更に多数の種類，個体及び回数を調奈するととによって，何らかの傾向が見出

されるととであらう。然し上掲の細胞敷を，第1表を参照して検討すれば， 理論値に極めて近

い値が得られる場合と，然らざる場合があり，又 Hi'ppodαmia,Du.cetiα及び Elimα仰の 3種 ・

を除く他のものでは，同一個体に於ける精子細胞数の相互間には， 一般に著しい差異は見出さ

れない。と~ tL調査されたオホュジプヤホシテンタウ Epilach加 ＇／.）igintioctoynαeulatαでは，

精子群の尾部わ横断面の‘明瞭なものが多数見出されたので， 3個の follicle・に含まれる cys色

の納胞教を個々に調査した結果を第8表に示す。

第 3表 オホユジアヤホシテシトウに於いて，精子束の尾部の横断商により算えられた，

3 1値！の follicleに合まれる cyst内の細施設

Fo山 eの番競｜ 細 胞 数

No. 1 ! 408, 45ラ， 460,478, 483, 497，ラ03,506戸 50ι努 F偽，引1，終宮11,512 
: ラ 15，~宅．ラ 16, 518，ラ18，ラ23，ラ24,ララ7

No. 2 ｜ラOJ，ラ07，長ラ18，長 1016長

No. 3 I 488, 493, 498 

・汗 特に明瞭な像について算定された場合で，そ D誤差は栂めて僅少なトものであらう白

第3表によれば， follicleNo.1に於いては D=9（［）場合の理論数 512に近いものが極めて多

く，殊に明瞭な像の見られた cys色ではとれが顕著である。然し557のように梢々高い値主示

L-たものもみられたー又 follicJ e No.2に於ドても 1016のように D=lOの理論値 1024に極め

、て近い値が得られたが，とれは 21阿の cysむの融合によるものでないととは，，尾部断面の集圏の

輪廓により判断される．随って， との cy叫では他のものに較ぺて 1問多くの分裂を起したと

考えるのが受賞であらう。叉精子細胞核による計数ι精子東尾部によるそれとの聞には， と
の種類に於いても大き左開きはみられたいので，細胞核心計数に工る Dの偵の推定も成立つも

のと考えられる。

ヨたにジフサンホシテンタウ Hippodαmiαtredecimpmwtatα，ツユムシ類の Ducetiαap. 及

び Elima ea seeu.'ri ge1・αに於いては他と趣き主全く．異にしているe 例えば .Duceiiαsp. に於

いて， cyst中の精子細胞の数を算えた結果は， 420,ss2, BBB, n4及び 1725などで，とれらは

計数の比較的容易な句前によるものであるから，飴り大きな誤差はないと考えられるが，との

他にもとれらの値の中の何れか一つに近い値が得られた。とれらの結果をみると，何れも Dの

理論値とは一致しないa即ち， D=B,9, 10及び 11の場合の細胞教は夫々 256,5.12, 1024及び

2048であって， Diwetiasp・ではとれらの理論値の概ね中聞の値に近い結果が得られ，しかも

1 follicle内においても，各句同によって精子細胞数を異にし，その差違は観察上の誤差の範

囲以上のものが認められる。

とのような色々な場合の喰遣いは，どの褒生過程中に起るかは未だ明かで泣いが， 一般に種

々な異常の原因として次の主ろな場合が考えられる。

(I) Dの値が僻1々の積の中でも一定でない揚合。

(2) 最初に211司の第二次精！京細胞が同一 cyst中に入った場合。

(3) 相隣れる cystが融合する場合。

(4) cy日t内の細胞の一部又は全部が，分裂を一時的に休止する場合叱

〈ラ〉 cyst内の細胞が相互に融合する場合。

くの cyst内の細胞が退化する場合。

2ラ
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(7) 2閣の精酬胞分裂のうちの l回或は 2聞とも，分裂が行われずに精子向胞が形成せられた場合．

(8) 以上のような呉常のうちの或も白が，同時にXは逐次に起った場合。

賓際にあたワてとれらの異常が， cyst内の細胞敢による Dの値0推定に及ぼす影響を知るた

めに，夫々の場合における細胞教Nについて考察すれば，

(1) DiD値が個々の種の中広おいても一定で註い場合，他に異常が起らなかクたときには，精

子細胞教は理論値のうちの何れかの値をとる＠

手；に， Dのイ直が夫々の種にあ・¥f:lて一定であるとすれば，

(2J最初2伺の第二次精原細胞が同一 cy前中に包まれて，その後異常なく分裂を繰返したと

きには， N=2d+1と左り，正常完工場合よりも分裂回数は見かけ上1問多く，叉精子細胞数は玉里論

値の2倍となる。

(3）相隣れる cystが融合したと思はれる場合も稀に見出され， cysむの容積も略々倍加してい

るが，一般に同一 follicle内の相隣れる cystkおいても，ある程度それらのき芝生階程を順弐異

にするものであるから，融合後にも何等かの異常が認められる。との場合にも（2）のときと同

様t'LNこ 2d+lとたり， 随って賓際のDの値は，その細胞数忙よって推定せられた値よりも 1回

少いとと Lなる。

（均一般ん 細胞分裂はそれが妨げられた場合，一旦前期に入っていたものはその億分裂を

緩けるが，静止期にあるものは新たな分裂過程には入らえにいととが知られている。又cyst内の

細胞は一見椅ー訟を芝生階程にあるようであるが，分裂しつ hあるものを観察すれば， 前期よ，り

後期に至るまでの分裂像が同時花見出されるととが屡々あるので， 同－ cyst 内の細胞問にも

多少のす＝れがあると考えてよい。もしcyst内の細胞の一部が分裂過程に入らうとするとき，と

れを妨げるような環境が生じた場合，とれらの細胞はそのま L休止し既に前期に入っていた

細胞は分裂過程を続け，分裂阻止作用が永続しない限P，これ，らの細胞は再び済ー友分裂過程
をたどるものと考えられる．叉cyst内の全部c細胞が分裂を休止する場合もあり得るが，精原

細胞は通常 follicleCD盲端に存在し， follicle中の句stはその他端に向ってII民共後生が進んでい

るので，もし守的内の全細胞が休止を起せば，隣接する cystとむ後生階程の比較により，略々

その休止回数を推定するととができる。

ヨえに，第二弐精原細胞期の初期K，唯1回部分的な分裂休止が起ったと仮定して， cyおも内の

細胞数主理論的に算出すれば第4表のよう友結果となるo

第 4表 j 回の分裂休止が起ったと俄定した，種々な場合の細胞教の理論数

p下~実－I Il III TU v 

2 2 2 2 2 
く1:1)

2 4 3 4 4 
－ー

4 
(3:1),(2:2),(1:3) 

3 8 6 ラ 6 7 8 8 

4 16 12 10 12 14 
(7:1 ），（~：6），（ ラ：3),'4:4 ），（~i),(2:6),( I：ラ7) 
9 . 11 12 14 1 16 

(15:1),(11:2),.・・,11:1ラj
5 32 24 20 24 28 18 20 22 24 26 28 30 17 18 •.. 3 
6 64 48 40 48 56 36 40 44 48 ラ2 56 60、 34 36 ・・・ 62 

dは細胞分裂の回数を表ナ。例えば d=4て・は，正常な分裂の場合には第四回目の分裂により 8個の細胞が16
個となるo又括孤内の先の数値は分裂休止細胞数を，後。雰値は正常に分裂を行う細胞数を表す。
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第壬表により，細胞分裂の休止がI喰1回起ったととが明かな場合には，ヨえのととを知ると，と

古宝できる。

(a）細胞数 N の値は， 2d-1く N~2a となる，隠って， cy剖内の細胞教が分れぽ，そのときの

bの値を知るととができる，

-(d）細胞教が奇数の場合には， ー異常θ起った時期，異常細胞と正常細胞とθ絶封数及び雨者

の比が知られるo例えば細胞敷が7ならば，異常はd=3のときに起ったわけて，41聞の細胞中， 、

1個が異常で，残りの3個が正常に分裂したとと Lたり，雨者の比は1:3とたる．

(c〕細胞数が偶数たらば，異常の起った時期及び絶劉教は確定できないが，異常細胞数五五

常細胞教との比を知ることができる．例えば細胞数が12のときは 3~つの場合があるが，何れも

雨者の比は1:1で一定している。随って，雨者の比の値は，細胞散が奇教のときに遡9て考察

すれば直ちに算出することができるわげである。 然しながら賓際には， 精子細胞の援により

句団内の細胞教をとE確に算えるととは困難であり，又精子尾部の横断面による計敢によっても

多少の誤差を菟れ~れ友いが，第 4表によれば数値が 1 だけ異った細胞教の場合でも，その異
常の起った時期や，異常細胞教とE常細胞患との比の値に大きな差異が生中る．隠って賓際の

場合には，観察されたときの細胞敢に態やる dの値を推定するに止まるべきものであらう。

失に異常が2回起った場合の理論値は第5表及び第6表（共の 1), （共の2）によって知る

ととができる．
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2回の分裂休止が蓮模Lて起つ？と場合の細胞教の理論数第 5表

d原則 Bl j[ 

(I :3) 
7・ 

(6:1),(5:2），…，（1:6) 
8 9 ・・・ 13 

1~ 18…26 ド

2 

4 
(2:2) 
6 

(5:1),'.4:2），・・・，（1：ラ）
7 8 ... II 

14 16 … 22 

(3:1) 
5 

(4:1)，’3:2），・・・， (.1:4) 
6 7 ... 9 

12 14 ・.. 18 

2 
(1:1) 
3 
12:1),(1:2) 
4 5 

10 

20 

8 

16 

4 

8 

16 

32 

2 

A
守

w

コ：・

3 

第 6・表〈其の l)2回の分裂休止が不連続的に起った場合の細胞教白斑論数

d除問 I j J[ l 班 ( IV 

2 
(1: I) 
3 

2 
{I: 1) 
3 

2 
(I :1) 
3 

、、
2 Iる

。

6 6 

12 
(11: I).( I 0:2), .. ・,(I: I I) 
13 14 ... 23 

戸

6 
(5:1),'.4:2），…，(I：ラ）
7 ‘8 ・.. 11 

22 

4-

8 

2 

3 

12 

24 
(23: l),(22:2），・・・，（1:23)
2ラ 26 ... 47 

16 14 

16 

32 

・4

ラ

94 52 50 

46 

92 

28 

ラ6

26 

52 

44 

88 

32 

64 

28 

56 

64 

128 

6 

7 
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第 6表くJじの2)2回ρ分裂休止が不連績的に起ワた；場合の細胞数D理論数

d h更｜
。

2 
ー

2 
,, 
4 

(3:1) 
3 8 ~ ・F
4、 ・16 IO 

I (91:1）ぷ4札2 .，（！：~~ 
5 32 l 

6 64 I 22 24 ・ 38
・－ ． 

2 

4 
(2i) 

12 
(I l:lj,(10:2），…（ I ：~~ 
1 14 

26 28 ・・・ 46 

(I :3) 
7 

14.・
(13:1),¥12:2），・・・，（1:13)
lラ 16 ・・・ 27 I 

3~ 3; _ .. =. 5~ I 

1949年 7月

第5表及び第6表に主り，分裂休止が2回起った場合には，正常な分裂の場合の細胞教と共

通な値をとり得るし，しかも異常が1問起ったときの細胞教とも共通しているので，細胞数だ

けからは異常が起ったかどうか，或は具常が起つLしでも包聞か2回か決定で、きない＠又細胞
教が判明しでも dの値が確定せられたい場合もあるが， 2問の分裂休止における細胞が，夫々

の場合に， 1cyst中の細胞の半数を超え泣い限り de::>値には費化がない．貫際θ場合にも， 2

回とも牟数以上の細胞に分裂休止が起るととは極めて務であらう。随って， 1間の休止のとき

と同様化， 2d-1< N < 2dばより dの値を推定しでも大きな誤差はないであらう。

(5) cy前内の細胞が2個或は稀に数側融合したと考えられ宕場合は．精子細胞に屡々見出さ

れるととろで，細胞の容積が増大しているのみえ記長宇，核内の染色質の量ゃ， acrosomeの教の

俗加えEetcより，通常容易に知るととが‘できる自然し精原細胞期にはとのような融合は未だ見
揖E

向されや， 1 cys七内の納胞の分裂の全期間を通じても，精子細胞数に比して極めて少数である

ので， Dのf直の推定には影響はないであらう。

(6) . ~yst 内の納胞が何かの原因により退化する場合も観察されるが，然しとのようなときに

は通常，退化した細胞の集塊の残存しているととや， • cyst内に窓際を生やる ζ とによワて容

易に識別するととができる。今細胞の滋化が1問起った場合を仮定して細胞数を計算すれば第’

7表の通りであるa

細胞の退化が i回起つ、たときの細胞数の理論数

Il Ill IV 
l 議 、、、t

。
2 2 ． "'2 2 
(1:1) 

2 4 2 4 4 
(3:1),(2:2),(1:3) 

3 8 4 2 4 6 8 
(7: 1 j,(6:2),(5:3),(4:4）ρ：5),(2:6),(1 :7) 

4 16 8 4 8 12 2 4 6 8 10 12 14 

ラ 32 4 8 12 16 20 24 ¥. 28 

． － 
括弧内の先の数値は退化細胞教を，後の数値はE常に分裂を行う細胞数を示ナ。 事，

2~ 



Vol. 18, Pt. 1-2 Trans. Sapporo Nat. Hist.日oc. July, 1949 

第7表によれば，細胞の越化が唯1回起づた場合には， cy前内の細胞の半数以上が退化した

い限り dの値子費化がないととは，細胞分裂の休止が2回起・ったときと同様であって， 賓際K

Sないては，精原細胞期の初期には cyst 内の一部の細胞示退化するととは未だ見出されや，叉

cyst 内の細胞杢部が同時に退化する場合はあっても， 半数以上に退化が起るととは極めて稀

であらうn随ってDの値の推定には影響が左いものと考えられる。

、 (7），昆轟やその他の動物では屡々E大精子が見出されるが， Paulmiよく1899) (Wil~on~ 1925 
による〉はカメムシの一種 －：A.1抑制 tristisにおいて， E大精子が正常の2傍又は4傍白大き‘さ

のE大精子細胞から生やることを報告した．と<D2傍のものは第二精母細2色分裂が行はれ孝い
ために生じ， 4倍θ ものは第」と第二の分裂が行はれないために生じたものである． －著者によ

って調査せられ元昆掻においては，融合したと思はれるE大精子細胞は見出されても ，精母細

胞分裂を行わ友かった震に生じたと考えられるものは観袋せられなかった，たとえとのようた

豆大精子細股が生じたとしても， cyf:!t＿内の正常友精子細胞教に比較して極めて少数あるので，

Dの値C推定には影響し注い。

向上に述べたよう訟異常が共に生やる極端た場合には，果して精子細胞期までき芝生が機織

されるかどうかは疑わしいか・ら，一般に cyst内の細胞数工bd叉はDの値を推定しでも差支

え注いであらう。

今， Ducetiαの場合を考えれば，精子細胞数が420のときには，正常な分裂を行った細胞は

D=9，異常を起したものは D=Bと在仏叉852,888及び914ではD=lO及びD=9と友り，更に

1725ではD=l1及びD710となるから，随って Duceti aにおいてはD宇8-11として表すととが

できる．

叉第2表に拳げた昆議の大部分のものにおいては， Dのf直は通常時々一定で，比較的安定た
もθ と忠はれるo とれに反して， Dace tiαsp., EUmαeα secwri ger・α 及び、 Hippodαmia • 

tredeci1iipunctatαの3種におい1ては，夫々の場合に，精子細胞数相互陶に略々倍数的関係が見

出されるが，とれは精原細胞期に起きた，各 cystに共通な或種の異常による細胞数D費異の結

果が， Dの値の不安定なととによって，そのま Lf岳数的関係を保0て現れたものと考えるとと

もでき石。

術，とれらの3種における細胞教の異営の原凶や，その起る時期については，更に細胞事的

K検討すべきであるが，趨営危時期に何らかの刺戟を輿えるととによって，他の種の昆識にお

けるよりも，比較的容易にDの値を費やるととができるのではなからうか。

終りtζ臨み， ζ 白調査を終始指導せられ，且貴重なプレパラートを貸奥せられた北大理事部牧野教授， 種々

の御助言を興えられた川蓮昌太氏，鞘趨目昆識のプレパラートの借覧を許された吉田俊秀氏に深謝する。御援

助をおしまれなかった北大農皐部犬飼教授に感謝の意を表ナる。
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I I 

R・esume 

It is well accepted主hatthe testis ofもheinsects is divided in句 acertain number of a 

small ar錨 calledas血ecyst, and that the sperma加zoacon凶.inedin a cy前 arethe descendauts 

from the division of a single sper号atogonium. Onぬisbasis, i古isevident that脚色，imes of 

division of a sperma加，go凶u凶 mightbe theoretically deduced fromも，becalculation of the number 

of spermatozoa or o也erwise出前 ofsperm瓜idsoccurred in a cyst. The times of di vision出回

established by thiti way for twenty two species of11ir:isec旬， usingone indi vi: dual for each ・as the 

ma旬rial,are shown in Table. 2. Byもhisreference句 Table写， Uis apparent白川 thereare , 

two groups of insec旬 herestudied ns regards the times of division of germ cells・Theone group 

inyolvea.もheanimals.’in which the number of spermntids or of spermatozoa occured in a cyst 

is in cl伺eproximity加 theぬeoreticallyobt.'tiz;t;ed value, soも，hatin such伺sesもhetimes of 

di vision of a single sperma加，goniumcan be maintained in rel川ion加 2d. The other gr，側p

cone町nswith insects in which the number of spermatozon. d関Sno色showa fair corresponden旬

初出e出eoreticalvalue, ns s明nin Hippodαmiα t？・ededmpunctαtα，Ducetiαsp. and Elimαeα 
secur-l gera. In也IS r開P的 Ssome d1scuss10n was made and the probable int.erpre同ionfor the 

凶旬r phenomenon induced Ii句 in th抽出ere is a pau関 or p加蜘 in也e COUl'Be of the 

spermatogonial division. 

． 
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